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小学生が議会を傍聴にやってきました！小学生が議会を傍聴にやってきました！  

特集
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　質問をする議員さん
は、議長さんに指名さ
れること、議長さんの許
可をもらってから話すこ
と、タブレットを使って
聞いている人にもわかり
やすいように話をしてお
られること等、議会の仕
組みに驚きました。

　砺波市のことについて考え
てくださっているのだなと思
って嬉しかったです。

　見学している人は喋
ってはいけない雰囲気
だったので、ぼくは見
ていただけでしたが緊
張しました。

　思っていたよりも議会
に参加しておられる方が
多かったことにびっくり
しました。

　砺波南部小学校の校舎の老朽
化や人口減少対策として行って
きた取組みのこと、地域医療の
こと等、内容は少し難しかった
けれど、市議会では多くの人の
力で砺波市をより良くしようと
していると分かりました。

子どもたち子どもたちがが
議会議会をを見見てて
感じたこと感じたこと

砺波南部小学校砺波南部小学校のの
6 年生6 年生がが市議会市議会をを傍聴傍聴
                    地方自治を学ぶ地方自治を学ぶ

議会傍聴議会傍聴にに
　　　来てみませんか？　　　来てみませんか？

「市議会って何をしているところ？」
「少し堅苦しいイメージがある…」
　　そう思っていませんか？

議会は、私たちが暮らす砺波市の予算やルールを
決める大切な場所です。
まずは、私たちの代表がどんな議論をしているのか、
その目で確かめてみませんか？

　令和８年６月定例会２日目の６月
15日、砺波南部小学校の６年生 27
人が議会傍聴を通して、市議会の役
割と議員の仕事について理解を深め
ました。

次の議会は、あなたの一歩から。 市政を知り、未来をつくる第一歩。ぜひ、   お気軽にお越しください。 議会の日程や傍聴について詳しくは
砺波市議会のホームページへ 砺波市議会
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議会傍聴議会傍聴はは
３３ステップステップでで完了！完了！

市議会定例会市議会定例会
代表・一般質問の傍聴者数の推移代表・一般質問の傍聴者数の推移

3月(2月）・6月定例会合計年間合計

（人）

（受付票のイメージ図）

議会傍聴議会傍聴にに
　　　来てみませんか？　　　来てみませんか？

111

200 259259

124 173

あなたあなたのの一歩一歩がが

  となみ  となみのの未来未来をを

　　　　 　　　　 変える変える

「市議会って何をしているところ？」
「少し堅苦しいイメージがある…」
　　そう思っていませんか？

議会は、私たちが暮らす砺波市の予算やルールを
決める大切な場所です。
まずは、私たちの代表がどんな議論をしているのか、
その目で確かめてみませんか？

次の議会は、あなたの一歩から。 市政を知り、未来をつくる第一歩。ぜひ、   お気軽にお越しください。

市役所３階へ（予約不要）

エレベーターまたは階段で３階へ。
STEP
1

STEP
2

STEP
3

受付票に記入（氏名・住所のみ）

受付で用紙にご記入ください。

傍聴席へ（途中入退室自由）

静かに傍聴をお願いします。

増加
傾向！
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代表・一般質問とは
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砺波市の人口推移と次期総合計画への反映について

これからの地域医療の考え方について

　　　　 　新たな地域医療構想では病床機能の議論に加え、在宅医療や
急性期医療の提供体制等の役割分担が求められています。また、

急激に進む人口減少と少子高齢化は、医療資源の集約化や広域連携の必要
性も指摘しています。その中で、これまで砺波総合病院が担ってきた砺波
医療圏の中核病院としての機能維持や地域救命センターの位置付けはどう
なるのか伺います。

Q

　　　　 　当院は高度急性期・急性期医療をはじめ、救急医療、周生期
医療、がん医療など地域に必要な医療を担っており、人口減少

や高齢化の進展で医療需要は変化しているものの、当院が果たす役割の重
要性は今後も変わることはありません。当院は砺波医療圏のみならず、医
療圏再編の可能性も視野に入れながら、他医療機関との連携を一層強化し
ていきたいと考えています。
　また、当院の「地域救命センター」は 2 次救急と 3 次救急をつなぐ
2.5 次救急機能を担う拠点として、地域住民が適切な救急医療を受けれる
よう引き続き確保していくことが重要であると考えています。

A

　　　　 　これまでの人口減少対策は、移住・定住の促進や子育て支援
を柱とした「となみ暮らし応援プロジェクト」に加え、子育て

世代の経済的負担軽減を図るなどの展開をしてきました。これらの取組み
が奏功し、本市は人口減少局面の中でも緩やかな人口推移を維持している
と評価しています。
　課題としては、市民アンケートで関心の高かった「若者が働きやすい職
場を増やすこと」であり、「働く世代が選ぶまち」としての魅力を高める
必要があると認識しています。次期総合計画では、これまでの「人口減
少を緩和」することに加え「人口減少に対応」する視点を各施策に反映し、
それらを社会情勢等の変化へ柔軟に対応しながら推進していきたいと考え
ています。

A

※ �6月定例会での代表・一般質問の録画映
像を、インターネット配信しています。
議員氏名の下の各ＱＲコードからも、質
問の映像を見ることができます。

議員が市のあらゆる施策について問い
ただし、自由な意見を述べ、市の公式
の見解を求める機会です。代表質問は、
会派を代表して質問を行います。

　　　　　 夏野市長が取り組んでこられた人口減少対策の成果と課題は
どのように評価されていますか。また、今後の人口推計を次期

総合計画の中でどのように反映されるのか伺います。

Q

代表質問代表質問

砺波市議会

QRコードから、定例会の代表・一般質問の録画映像を見ることができます。

検索

人口減少を

見据えた

まちづくり

川
かわ

辺
べ

 一
かずひこ

彦議員
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　　　　　 人口減少等が進むなか、自
治振興会役員の担い手不足

や委員の兼務が課題となっています。
効率的に役割を果たしていける体制を
整えることや、地域運営の効率化とい
う観点を踏まえ、今後の委員等の選出
の在り方と具体的な取組みの方向性に
ついて見解を伺います。

Q

　　　　　 東京臨海副都心
まちづくり協議会

との交流・連携による人の
循環や具体的な取組み、ま
た武蔵野大学との連携の進
展と今後の展開について伺
います。

Q

　　　　　 適切な管理が行われていない空き
家は、防災、防犯、さらには生活環

境の面からも地域課題となっています。そこで、
空き家所有者に対し、水道や電気設備の適切な
管理や防犯対策について、具体的な注意喚起や
周知啓発を行う必要があると考えますが、見解
を伺います。

Q

　　　　　 自治振興会を通じた委員選出
は、地域と行政が連携しながら施

策を進めるうえで重要な仕組みであり、今
後も継続したいと考えております。一方で、
人口減少や高齢化、就業環境の変化などに
より、地域活動の担い手確保や委員選出が
難しくなっている現状は認識しております。
　現在、市の各課や関係団体における委員
等選出の実態把握を進めており、今後はそ
の結果を踏まえ、自治振興会協議会ととも
に地域の実情に応じた持続可能な選出の在
り方や負担軽減策について検討していきた
いと考えています。

A

　　　　　 昨年 11 月の包括連携協定締結以降、チュー
リップ球根の植え込みやフェスティバルでの相

互 PR・協議会会員 3 名によるチューリップフェア会場
内での活動紹介などが行われ、交流・連携を進めてきま
した。これらの取組みにより、連携は順調に始動してい
ると評価しています。
　さらに、武蔵野大学が本市を研修先に選定し、チュー
リップ生産や剪定枝活用などを学ぶ機会が創出されまし
た。学生の視点による地域課題への提案も期待されてお
り、関係人口の創出や地域活性化に向け、今後も内容を
充実させながら継続的な連携を図っていきます。

A

　　　　　 空き家を使用しない間は、
水道の元栓を閉め、電気のブ

レーカーを落としておくといった対応
や防犯対策について広報やホームペー
ジでの注意喚起や啓発に努め、固定資
産税の納税通知書に同封している空き
家予防のチラシにも掲載します。
　また、防犯対策として各地域で警察
と協力して日常的に行っていただいて
いる防犯活動において、これまで以上
に空き家への重点的な巡回が行われる
よう、更なる対策に努めていきたいと
考えています。

A

質問の趣旨
委員等の選出を含めた地域の役割と行政の
関わり方について改めて整理していくことが
重要であると考え質問しました。

質問の趣旨　３月議会で示された交流・連携の取組状況を踏まえ、その後の具体的な事業の進
展や人の循環の状況、また武蔵野大学との連携の現状と今後の展開について質問しました。

質問の趣旨
空き家において漏水や漏電などが発生した場合、
不必要な水道料金や電気料金がかかるだけでな
く、火災など近隣も巻き込む災害に繋がるおそ
れがあると思い質問しました。

人口減少時代における自治振興会の委員等の選出の在り方について

東京臨海副都心まちづくり協議会との交流による人の循環について

空き家の水道・電気の管理と防犯対策について

林
はやし

 教
のり

子
こ

議員

原
はら

野
の

 誠
まこと

議員

神
こうしま

島 利
としあき

明議員

6月定例会6月定例会    一般質問一般質問

持続可能な

地域運営に

向けて

砺波市が

武蔵野大学の

研修地に！

 空き家の

適切な維持

管理について
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　　　　　 避難所運営には女性の
協力が欠かせません。

防災の核心となる組織への女性参
画や、多様な視点を反映した避難
所運営マニュアルの作成について
伺います。

Q 　　　　　 平時の防災対策や災害時の避難所運営
においては女性の視点を取り入れること

は、重要であると考えております。本市においては
平成 29 年から「女性防災士の育成」に力を注いで、
昨年度は新たに 7 名が登録され、総勢 76 名となっ
ており、さらに昨年 10 月から総務課防災危機管理
室に女性職員を配置して様々な場面で女性の視点を
防災対策に反映していきたいと考えています。
　また、避難所運営マニュアルにつきましては、女
性等への対策についても記載されておりますので、
引き続き女性防災士をはじめ幅広い層のご意見を伺
い、細やかな配慮が行き届いたマニュアルになるよ
う指導・助言していきたいと考えています。

A
女性の視点を生かした防災について

　　　　　 国や県が進める群マネ、
点検業務の高度化、予防保

全型管理の方向性をどのように取り
入れ、持続可能なインフラ維持管理
につなげるのか伺います。

Q

　　　　　 認知症になっ
ても孤立しない

社会づくりと認知症施策
推進計画の方向性をどう
考えますか。

Q

　　　　　 認知症になっ
ても支える側・

支えられる側に固定しな
い共生社会の視点を計画
にどう反映しますか。

Q

　　　　　 県の取組みが、インフラの点検と予
防保全が合理的で、コスト抑制につな

がると確認できれば取り入れたいと考えていま
すが、現状、データの管理方法や施設管理基準
が異なるなどの課題もあるので、今後の事業効
果を注視していきたいと考えています。
　また、上下水道も含めた一体管理については、
維持管理や補修の方法が道路とは異なり、その
手法が複雑化することから現時点では困難です
が、本市の技術職員も減少傾向にあることから、
群マネを含め、様々な公共インフラの維持管理方
法について研究していきたいと考えています。 

A

　　　　　 国の示す新しい認知症観に基づき、今年度中に
第10 期高齢者保健福祉計画と併せて策定します。

認知症の方の視点に立ち、本人や家族の声を聞き、認知症に
対する理解を深め、誤解やマイナスのイメージを払拭してい
くことが重要であると考えています。

A

　　　　　 本人ミーティングや当事者による学校授業の実
施から、理解を深めることに繋がっていくものと

考えております。また本人や家族の思いを計画に反映し、支
える側・支えられる側に固定しない共生社会の視点を認知症
施策推進計画に盛り込んでいきたいと考えています。

A

質問の趣旨
次期総合計画を考える上で、「持続可
能なインフラ」という視点が重要であ
ると考え、「循環型経済（サーキュラ
ーエコノミー ）」、「2040 年問題を見
据えた地域社会」というテーマととも
に質問しました。

質問の趣旨
避難所での多様なニーズ対応には
女性の参画が不可欠です。実効性
ある避難所運営マニュアルへとア
ップデートを図るべきと考え質問
しました。

質問の趣旨　人口減少と高齢化が進む中、認知症になっても孤立せずに地域で暮らし続けられ
る共生社会の実現に向けた本市の考えを質問しました。

持続可能なインフラ維持管理と
　　地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）について

 認知症基本法が目指す共生社会の実現について

境
さかい

 佐
さ よ こ

余子議員

原
はら

田
だ

 定
さだのり

範議員

一般質問一般質問    6月定例会6月定例会QRコードから、定例会の一般質問の録画映像を見ることができます。

仁
に き

木 良
りょう

市
いち

議員

女性の視点で

防災力向上！

持続可能な

インフラ維持

管理のために

支える側・

支えられる側を

越えて
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　　　　　 新設中学校は単なる施設整
備ではなく、新たな「まちづ

くり」の出発点です。探究学習や将来の
地元定着を見据え、学校のコンセプトづ
くりから「地元事業者」の参画が不可欠
と考えますが、見解を伺います。

Q

　　　　 　　市民の多様な声に寄り添う
には、一度の意見聴取では不十

分です。8 月の会議を対話の出発点とし、
開校まで継続的な話し合いの場づくりが必
要と考えますが、いかがでしょうか。

Q

　　　　　 6 月中に児童生徒や保護者を対象と
したアンケートを実施し、8 月上旬に

は「みらいトーク」を開催します。事業者目線の
意見も必要と考えており、地元商工団体へ参画
を働きかけています。

A

　　　　　 生徒の成長をサポートするうえで、
地域や地元事業者の意見をいただくこ

とは必要と認識しています。新校舎の設計の際に
も、形式にこだわらず意見を交わす会議の継続的
な開催を検討していきたいと考えています。

A

質問の趣旨　学校再編は、砺波の未来を方向づける重要な課題です。単なる説明会で終わらせ
ない「継続的な対話」を通じて、みんなで未来の学校を創り上げるべきと考え、質問しました。

これからの砺波をつくる「未来の学校」について

　　　　　 国が認める「重要文化的景観」
に選定されれば、散居村の価値

を国が認めることになります。令和 6 年末
に文化財保存活用地域計画が認定され、こ
こ数年の民間事業者の活動が国から評価さ
れる等の追い風があります。2 年前はこの
選定に向けた申出は「難しい」と答弁され
ていましたが、状況は変わってきました。
　県内初の選定地を目指し、まずは申出に
必要な条件である保存活用計画の策定調査
に着手してはどうでしょうか。

Q 　　　　　 令和６年から状況に大きな変化
はなく現時点での実現は、より難

しくなってきているものと捉えています。
　砺波平野を範囲とする広い散居景観とな
ることから、散居に暮らす住民の日々の生
活利便性や、家屋及び屋敷林の維持管理の
負担など、現在の生活実態から考察すると、
現時点で同計画の策定に着手することは難
しく、選定申出についても引き続き慎重に
見極めていく必要があると考えています。

A

質問の趣旨
貴重な地域資源である散居村の景観を、国の制度を
利用して活かしていきたいと考え質問しました。

散居村景観の保全とサステナブルツーリズムについて

　　　　　 日本一のブランドを守り
抜き、若い世代の挑戦を力

強く後押しするため、本市の今後の具
体的な取組みと未来への投資をどう進
めますか。

Q 　　　　　 現状の球根生産農家の減少に歯止め
をかけるためにも、農業経営の第三者

承継による技術指導や農機具、農地の継承など
も視野に入れた支援策を検討するとともに、市
外や県外からの参入に対しては、となみ暮らし
応援プロジェクト（1073 プロジェクト）との
連携や、地域おこし協力隊の受入れなども検討
していきたいと考えています。
　先ずは生産者へのアンケートの結果を踏ま
え、事業承継を前向きに検討いただける生産者
との調整を行いながら、首都圏等で開催される
就農促進イベントなどにおいて、新規就農希望
者へのチューリップ球根生産の紹介などにより、
特に若い新規就農希望者を広く募集し、新たに
両者のマッチングを図りたいと考えてます。

A

質問の趣旨
私たちが誇る色鮮やかなチューリップ
は、地元の球根生産農家の皆様の日々
の努力によって成り立っていることか
ら、生産現場をとりまく環境に支援す
べきと考え質問しました。

日本一のチューリップ球根産地の生産支援について

向
むか

井
い

 幹
みき

雄
お

議員

6月定例会6月定例会    一般質問一般質問

嶋
しま

田
だ

 充
みつる

議員

米
よねやま

山 勝
まさ

規
き

議員

学校再編は

「まちの再構築」！

日本一の
チューリップ
球根産地を
　 守るために

地域資源を

活かしたい！
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　　　　 　7 月から開始
さ れ る 富 山 マ

ッチボックスの利用によ
る人材確保について見解
を伺います。

Q

　　　　 　特定地域づく
り 事 業 協 同 組

合制度の導入による移
住、定住や空き家対策を
図り後継者育成の確保を
図る事について見解を伺
います。

Q

　　　　　 人口減少や高齢化が加速する中、新たな人材確
保の選択肢として活用いただけるよう市内事業者

への制度周知や利用促進に努めるとともに、引き続き、県や
商工団体とも連携を図りながら多様な人材の活躍と企業等
の人材確保を後押ししていきます。

A

　　　　　 地域や事業所などが主体的になって、組合の設
立に向けた動きが活発になれば、支援やサポート

をしていきたいと考えています。

A

質問の趣旨　後継者不足や人手不足が叫ばれている中で新しい
仕組みによる後継者や人手不足の解消が図られ、空き家対策や
移住、定住のきっかけとなると考え質問しました。

人出不足の解消に向けた人材確保について

　　　　　 金沢市でも、法令に順
じて作られたはずの産廃

処理施設からの P
※
FAS 汚染が明ら

かになりました。建設されれば、
イタイイタイ病の残滓（ざんし）処
理のように、人の営みがある限り
監視・管理を続けなければならな
くなります。一度許可されれば多
数の計画を呼び込む懸念も拭えま
せん。
　関係自治体が連携して計画を阻
止すべきと考えますが、２月に行
われた市長間の話し合いの内容と、
市長の考えを伺います。

Q 　　　　　 高山市長から法的対応や独自の環境調
査を進め、年内に反対意見を提出する方

針が示されました。　
　砺波市民をはじめ地域の住民のみなさんの不安
なお気持ちも十分に理解をしています。
　共同した反対活動の要請はなく、許可手続き上
も意見提出は高山市に限られることから、高山市
の対応を注視しつつ、６市村で情報共有や意見交
換を行っていくこととなると考えています。

A

小
こ

西
にし

 十
と よ

四一
かず

議員

※PFAS（ピーファス）…「水と油
の両方をはじく」力をもった化学物
質で、フライパンやファストフード
の容器など幅広い用途で使用されて
いる。環境中に放出後、分解せずに
残留しつづける。

質問の趣旨
　影響の大きいのは
富山県側。市長連携
の強い意思表示を求
めて質問しました。

庄川水源地の産廃施設には反対、市長連携の強い意志表示を！

境
さかい

 欣
きん

吾
ご

議員

一般質問一般質問    6月定例会6月定例会QRコードから、定例会の一般質問の録画映像を見ることができます。

傍聴手順

❶�会場出入口付近に
ある受付票に、住
所・氏名をご記入
ください。
❷�傍聴席へご入場く
ださい。（傍聴は
出入り自由です。）

日 月 火 水 木 金 土
8/24
10：00 本会議

25 26 27 28 29

30 31
10：00 本会議
(代表・一般質問)

9/1
10：00 本会議

（一般質問）

2
10：00 文教民生
病院常任委員会

3
10：00 総務産業
建設常任委員会

4

�

5

6 7
9：00
決算特別委員会

8
10：00
決算特別委員会

9
10：00
決算特別委員会

10 11

�

12

13 14
14：00 本会議

清流は歴史を

貫く掛け替えの

ない宝物

人材確保に

向けた

取組み

傍聴してみませんか
令和８年８月定例会カレンダー（予定）

砺波市役所３階へ
お越しください。
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委員会報告委員会報告
主な審議結果主な審議結果 文 教民生病院常任委員会 6月17日

議案第31号　令和 8 年度砺波市一般会計補正予算（第 2 号）所管部分

地域児童対策費　35,666千円

議案第37号　令和 8 年度砺波市一般会計補正予算（第 3 号）所管部分

児童福祉総務費　23,800千円

【市当局の提案理由】
　令和 9年 4月に開設予定の民設民営放課後児童クラブの施設整備および
ICT化を支援する。

【委員会の審議内容】
　市独自の支援として、法人の借入金（3,000 万円）のうち、最初の 10
年分の利息を市が一括補助する新たな制度を設けた。年間開設日数は
290日余りとのことで、料金設定は土曜日の開設や運営時間が長いこと
などが考慮されるとのことであった。また小学校からの移動における安
全確保を求めた。

【市当局の提案理由】
　物価高騰の影響を受ける子育て世帯の経済的負担を軽減す
るため、未就学児を持つ世帯（約 1,700 世帯）へプレミアム付
商品券を配付する。

【委員会の審議内容】
　商品券は 1セット 1万 3,000 円分で、申請不要の郵送方

式で配付される。子供１人単位の支援は児童手当の増額等で対応しており、本事業は世帯に着目されたもの。
物価高騰への迅速な対応が求められることから、対象世帯への速やかな周知と、早急な郵送配付への要望が
出た。

　こども支援、教育、社会福祉、高齢介護、
保健衛生、環境、ごみ、リサイクル、病院に
関することなどを審議する委員会です。

　　神島委員　山本委員　米山委員　原田委員
今藤委員　向井副委員長　境佐余子委員長　川辺委員

文教民生病院常任委員会とは文教民生病院常任委員会とは ／／私たちが取り組みます私たちが取り組みます／／

原案
可決

原案
可決
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委員会報告委員会報告
主な審議結果主な審議結果総 務産業建設常任委員会 6月18日

議案第31号　令和８年度砺波市一般会計補正予算（所管部分）

農業経営等構造対策費　2,197千円
【市当局の提案理由】
　地域の中核となって農地を引き受ける担い手の経営改善に必要な農業用
機械・施設の導入を支援するため。

【委員会の審議内容】
　地域農業構造転換支援事業の内容については、地域農業の維持・発展及
び経営の効率化を図るために、中核農家２経営体に対し、１経営体は育苗
ハウス、１経営体はドローンの導入に係る経費を支援する。
　委員会では、経営改善等の効果を問い、地域農業従事者の維持、さらな
る農業発展のための支援につながるよう要望した。

　　　    第75回チューリップフェアを終え、改善点についてQ
　　　　　JR 城端線の交通系 IC カードの導入により JR 料金精算時間が短縮された一方で、列車到着時

に砺波駅南口シャトルバスが混雑したため、臨時バスを増便し対応を行った。今後は、運行デー
タを活用したバス運行の改善やノンステップバスの活用などにより、利便性の向上に努めていきたい。
　委員会では、地域資源を生かした観光客の回遊性向上に向けた取組みをさらに研究されるよう要望した。

A

／／私たちが取り組みます私たちが取り組みます／／

　総合計画、財政、地域コミュニティ、防災、
商工業、観光、農林水産業、住宅、建築、
都市計画、公園、道路、上下水道、河川など
に関することなどを審議する委員会です。

総務産業建設常任委員会とは総務産業建設常任委員会とは

  嶋田委員 　境欣吾委員　仁木委員　原野委員
有若委員　 林委員長　小西副委員長　島崎委員

原案
可決

その他市政一般についての質問
その他市政一般についての質問
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議案等に対する議員の賛成・反対一覧です。
詳しい議案内容は
こちら▶賛否公開

令和８年第１回臨時会（5 月 15 日）

番号 議案等の名称 審議
結果

米
山
勝
規

嶋
田
　
充

原
野
　
誠

仁
木
良
市

原
田
定
範

境
佐
余
子

林
　
教
子

向
井
幹
雄

神
島
利
明

小
西
十
四
一

境
　
欣
吾

山
本
篤
史

有
若
　
隆

川
辺
一
彦

島
崎
清
孝

今
藤
久
之

【市長提出議案等】� ○ ･･･ 賛成　　● ･･･ 反対　欠 ･･･ 欠席　　議 ･･･ 議長（議長は採決に加わりません。）

議案第24号
令和８年度砺波市一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ 85,277 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ 24,951,277 千円とする

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第25号 令和８年度砺波市病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第26号 砺波市行政手続条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第27号 砺波市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第28号 砺波市税条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第29号 砺波市ホームヘルパー派遣手数料条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

報告第2号
専決処分の承認を求めることについて 
専決処分第４号 砺波市税条例の一部改正について
専決処分第５号 砺波市地方活力向上地域における固定資産税の課税
免除又は不均一課税に関する条例の一部改正について 

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

令和８年６月定例会（６月８日～６月 22 日）
議案第31号 令和８年度砺波市一般会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第32号 令和８年度砺波市工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第33号
砺波市国民健康保険税条例の一部改正について
国民健康保険税の課税限度額及び減額の対象となる所得の基準の改
正並びに子ども・子育て支援納付金課税額の軽減について新たに規
定するもの

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議 ○ ○ ○

議案第34号 砺波市印鑑条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第35号
砺波市空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例の一部改正について
空家等対策計画の策定及び当該計画に関する協議会の設置、特定空
家等になるおそれのある管理不全空家等に対する措置等、適切な管
理が行われていない空家等に対する取組みを更に強化するもの

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第36号 財産の処分について（工業用地） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第37号 令和８年度砺波市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第38号 砺波市農業委員会委員の任命について（源通 一郎氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第39号 砺波市農業委員会委員の任命について（石田 智久氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第40号 砺波市農業委員会委員の任命について（飯田 輝一氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第41号 砺波市農業委員会委員の任命について（鴨井 克之氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第42号 砺波市農業委員会委員の任命について（川邉 孝之氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第43号 砺波市農業委員会委員の任命について（石崎 進氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第44号 砺波市農業委員会委員の任命について（野原 智男氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第45号 砺波市農業委員会委員の任命について（鈴木 正彦氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第46号 砺波市農業委員会委員の任命について（榮前田 龍平氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第47号 砺波市農業委員会委員の任命について（浅谷 裕氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第48号 砺波市農業委員会委員の任命について（吉田 一馬氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第49号 砺波市農業委員会委員の任命について（今井 久人氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第50号 砺波市農業委員会委員の任命について（田嶋 和樹氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第51号 砺波市農業委員会委員の任命について（黒田 友範氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第52号 砺波市農業委員会委員の任命について（松浦 正一氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第53号 砺波市農業委員会委員の任命について（信田 浩光氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第54号 砺波市農業委員会委員の任命について（滿保 雅春氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第55号 砺波市農業委員会委員の任命について（山本 渉氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第56号 砺波市農業委員会委員の任命について（松井 正雄氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第57号 砺波市農業委員会委員の任命について（堀田 敬三氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第58号 砺波市農業委員会委員の任命について（細川 明雄氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第59号 砺波市農業委員会委員の任命について（福田 豊氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第60号 砺波市農業委員会委員の任命について（小竹 勝則氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第61号 砺波市農業委員会委員の任命について（竹林 順子氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第62号 砺波市農業委員会委員の任命について（飯田 真紀氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第63号 砺波市農業委員会委員の任命について（水木 章善氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第64号 砺波市農業委員会委員の任命について（横山 亮太氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第65号 砺波市農業委員会委員の任命について（吉田 里美氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
議案第66号 砺波市農業委員会委員の任命について（宮川 晴美氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
【市長提出議案等】� ○ ･･･ 賛成　　● ･･･ 反対　欠 ･･･ 欠席　　議 ･･･ 議長（議長は採決に加わりません。）

議案第2号 北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための広報啓発を推進する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
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　令和８年度の議会構成は、市議会ホームページにも公開しています。

　砺波市議会では４つの特別委員会を設置しました。
　変化する社会や市民のニーズに応えるため、特定のテーマに特化して調査か研究を進めます。

■議会改革特別委員会
　地方分権と変わりゆく時代や現状に対応できる砺波市議会の在り方について調査研究するとともに、議会の
権能強化、住民参加の在り方、情報公開等について検討します。

■新庁舎検討特別委員会
　市庁舎整備の基本理念である『市民の安全を守り、環境と人にやさしく、機能的でコンパクトな庁舎』に基
づき、将来の庁舎機能に求められる社会的要請等を踏まえ、砺波市新庁舎整備基本計画が策定され、基本設計
から実施設計へと進む段階であり、機能性・効率性などを検討・検証します。

■議会広報特別委員会
　議会活動を市民に公開・周知し、議会の見える化を進めます。

■議会広聴特別委員会
　議会報告会の開催等、市民の意見を広く聴く機会を設けます。

議員表彰
　境欣吾議員が、多年にわたる地方自治発展への功績により、全国
市議会議長会および北信越市議会議長会から「勤続 10 年表彰」を
受けられました。

委員会の構成が決まりました

　境欣吾議員 ▼

（◎委員長、○副委員長）

委員会名 委員名

議会運営委員会 ◎島崎　清孝　　○川辺　一彦
　向井　幹雄　　　小西　十四一　山本　篤史　　今藤　久之　

議会改革特別委員会 ◎今藤　久之　　○山本　篤史
　向井　幹雄　　　小西　十四一　川辺　一彦　　島崎　清孝

新庁舎検討特別委員会

◎川辺　一彦　　○島崎　清孝
　米山　勝規　　　嶋田　　充　　原野　　誠　　仁木　良市　　原田　定範
　境　佐余子　　　林　　教子　　向井　幹雄　　神島　利明　　小西　十四一
　境　　欣吾　　　山本　篤史　　有若　　隆　　今藤　久之

議会広報特別委員会 ◎向井　幹雄　　○境　　欣吾　　
　米山　勝規　　　嶋田　　充　　原野　　誠　　仁木　良市　　今藤　久之

議会公聴特別委員会 ◎小西　十四一　○神島　利明　　
　原田　定範　　　山本　篤史　　川辺　一彦　　島崎　清孝

詳しくはこちら
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